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入による変動分を調整したマネタリーベースである。一方，貨幣需要関数を ay-b i，（yは GDPを
表す）と設定する。以上より金融市場均衡を次のように表す。












































































































安定した為替レートの達成度は，角 Bと，点 Tを通る直線 JG（JGは ACと平行）との垂直距離 BN
で示され，その長さを bとすると NBの長さは１－bである。そして NBの長さは点 Tの Y座標
（TTの長さ）に等しい。資本規制緩和の達成度は，角 Aと，点 Tを通る直線 IE（IEと BCは平行）
との垂直距離 ALで示され，その長さを aとする。AAの長さは１だから LAの長さは１－aである。
同様に金融政策の自律性の達成度は，角 Cと，点 Tを通る直線 DH（DHと ABは平行）との垂直










り，直線 ACと平行な直線と頂点 Bの垂直距離を bとする。次に Iを通る直線 IE（BCと平行）と
点 Aの垂直距離 ALを aとすると LAの長さは１－aである。この長さは点 Iを通り，かつ ACと平
行な直線に対して，点 Bから下した場合の垂線の長さ bに等しい。したがって１－a＝bとなる。
また cの値は１であるから，a＋b＋c＝２である。点 Iの座標は（（１/３）a，１－b）と表わすこと







































































































































る単位根検定（拡張型 Dickey-Fuller, ADFと Phillips-Perron, PP）を行う。時系列変数が非定常で
単位根を持ち，一階の差分は定常過程であれば次数１で和分された I（１）変数とみなされる。変数








































































































































































































１）初期における議論の例として Obstfeld and Taylor（１９９７）を参照。
２）Mundell R. A.（１９６３）を参照。
３）トリレンマの定義に関して以下を参照。Klein and Shambaugh（２０１３）, Sengupta（２０１３）, Aizenmzn, Chinn and Ito
（２０１２）, Gupta and Sengupta（２０１１）










９）タイの URR（unremunerated reserve requirement）と類似した例にチリのエンカヘがある。栗原昌子「チリの金融行
政とマクロ経済運営」を参照。
１０）以下のモデルについては，Ying Wu（２０１５）参照。
１１）詳しくは次を参照。Goyal and McKinnon（２００２）“Japan’s Negative Risk Premium in Interest Rates : The Liquidity Trap










Aizenmzn, Chinn and Ito（２０１２）“The financial crisis, rethinking of the global financial architecture and the trilemma” in
Asian Development Bank Institute（２０１２）
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ing” LaFollette School of Public Affairs Working Paper Series May３１２０１２reprented from２００９paper.
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